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学校や生活場面など、様々な場における「学習」のデザインを

支援する方法として「パターンランゲージ」という手法を開発・

実践する研究です。特に、言葉の学びを中心に取り扱っています。

「パターンランゲージ」を作ったり使ったりすることによって、

「話し合いのこつ」や「漢字学習のこつ」などを言葉にしながら、

学び方について考えていくことができるようになります。

この研究の特色は、「こつ」を考えていくときに、そもそも何

のための学習なのか、ということを話し合う“場”を作ることを

ねらいとしているところにあります。

一般的に流布しやすい「スキル」や「マニュアル」は、多くの

場合“何のため”というところが抜け落ちていることが少なくあ

りません。この研究では、「こつ」を使う状況や、「こつ」を使う

先にねがう姿を考える場を作ることで、

より本質的に学習の仕方を創りあげて

いくことを構想しています。

これまでに「国語科授業デザインパ

ターン」や「話し合いパターン」を作

成しています。今後は、小学校におい

てパターンの作成を行ったり、教員研

修においてパターンの作成を行ったり

していきます。

言葉の学び、パターンランゲージ、対話

http://www.edu.shimane-u.ac.jp/staff/staff71.html

研究テーマ名 パターンランゲージを用いた対話的な学習デザイン

（英訳）Interactive design for Learning with Pattern Languages
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